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日韓兩言語 指示詞 近称 中称 遠称 用語 用 方における は ・ ・ という の いられ や コ・ソ・ア、 、

系列 系列 三系列 對立体系 持 面 一致・ ・ という の を つことなど いろいろな で すると、 、

言 一方 次 例 示 相違点 見われている が では の に すような も られる。 、 。

話 手 聞 手 離 向 合 時 少 斜 眞 中辺し と き が メートルくらい れて かい っている その し めの ん、

犬 指 示りにいる を し しながら

その犬 犬はどこの だろうね。

それ 金先生 犬は の だわ。 宋 、

例 聞 手 視点 話 手 視点 相對立 話 手 空間的 心理的では き の が し の と しながら し が または、 、

自分 相手 少 斜 眞 中 日本語 指 比に と との し めの ん あたりにあるものを では ソ で しているのに、

韓國外國語大學校 日本語科 待遇敎授 日本語學



韓國語 示 例 場合 韓國語 中称 中立 指して では で している すなわち の では の ソ、 。 、 、

示 呼 指示詞 存在 話 手 聞 手 程度離 向の ソ と ぶ にあたる が しないので し と き がある れて かい、

合 位置關係 少 斜 眞 中辺 遠称っているような で その し めの ん りにあるものが ではない、

指 現場指示 兩言語 指示詞 使 方 相違点で されている このように における の の われ には が。 、

見 念頭 置 本稿 次 明られる このようなことを に いて においては のようなことを らかにする。 、 。

現場指示 各指示形式 要因 相違 兩言語 各指示詞の においては どのような の によって の の、 、

選擇 行が なわれているか。

指示詞 指示体系 差 決定的 要因その の の をもたらす な にはどのようなものがあるか。

對照 觀点 兩言語 現場指示 指示詞そのために まず の から における の コ・ソ・ア と ・、

扱 先行硏究 檢討 上 現場指示 指示形式 分・ を った について した で のコ・ソ・アによる の、

類 行 次 指示形式 基 日韓指示詞 對照分析 試 際 空間的を なう にその に づいて の を みる その。 。 、

及 心理的視点 遠近槪念 理論的基盤 援用び と とを として することにしたい。

兩言語 現場指示 指示詞 對 先行硏究 檢討における の に する の

兩言語 現場指示 指示詞 對照 觀点 扱 現在ここでは における の を の から ったもののなかで の、 、

硏究 深 關 重点的 取 上と く わるものを に り げる。

梅田 日本語 具体的 事物 指 示 際 用 場合は のコ・ソ・アが な を し す に いられる のそれぞ、

領域範囲 近称 中称 遠称 距離 遠近 違 基 對 韓國れの は ・ ・ という の による いに づくのに して、 、

語 第一人称者 領域 認 場合 第二人称者 領域の ・ ・ は の にあると められる に の に、 、

屬 認 場合 屬 場合 使 述 日韓指示すると められる に そのいずれにも さない に を うと べ、 、

詞 使 分 原理 說明の い けの について している。

田村 梅田 見解 一部 異議 唱 兩言語 文學作品は この の のうちの に を えつつ の の、 、

翻譯例 指示詞 對応 着目 日韓指示詞 相違点 論における の のずれに して の について じている、 。

梅田 對話 話 手 指示 對 聞 手 受は において し が で したものに しては き は で、 、 、

言 普通 聞 手 改 對象 具体的 指示 言 場合 指 直けて うのが であるが き が めて を に しなおして う し、

場合 受 言 指摘 前者 場合 文脈內指示しの には でも けて えるということを した そして の は。 、

用法 同樣 一度言及 受 照応規則 存の と されたものについてはすべて によって けるという が、

在 說明することによるものと した。

申 用法 現場指示 距離 方 日本語 場は ダイクシス における のとらえ において の、 、

合 遠 近 表 韓國語 對応 用法はコより くアより いものをソで すが ではそれに する の がないと、



指摘いうことを した。

宋 現場指示用法 獨立的現場指示 相對的現場指示 融合型 相對的現場指示は を の、 、 、

對立型 三 使用上 狀況 大別 上 論的 見方 用法の の つの の に した で プロトタイプ な でコ・ソ・アの、

見極 韓國語 對照分析 試を めて それをもとにして の ・ ・ との を みた、 、 。

宋 相對的現場指示 對立型 自称 對称 現は の には の コ と の ソ と しか れ、 、

指摘 点以外 宋 記述 一致ないということを している は での とほとんど している、 。

姜 日韓兩言語 現場指示 空間指示 指示語 異同 實驗的方法は における の の を によっ、

明 中 韓國語 日本語 中称 指示語 存在て らかにしている その でも に の の ソ にあたる が しない。 、

理由 對称 自称 狹として の のなわばりが の のなわばりより いからであるということを、

擧 日本語 中称 半分げ と が の の ソ にあたるなわばりをだいたい ずつさしわけてい、 、

述ると べた。

以上 先行硏究 檢討 結果 明 問題点 次 点のような の の らかになった は の である、 、 。

現場指示 自立型 話 手 空間的 心理的距離 中称 指示領域の では し の ・ によって の ソ の が、

出現 對立型 他称 指示領域 出現可能する また では の ア と との が であるにもかかわら。

触 無視 否認ず そのことについてはほとんど れてない または している、 、 、 。

韓國語 日本語 中称 指示詞 存在 理由 一部 硏究に の の ソ にあたる が しない については の でし、

言及か されていない。

日韓兩言語 現場指示 指示詞 聞 手 役割 意味 付与における の については き の にそれほど を しな、

話 手中心 硏究 主流い し の が をなしてきた。

以下 踏 先行硏究 異 觀点 現場指示ではこのようなことを まえて とは なった から のコ・ソ・、 、

指示形式 分類 行 指示形式 基 日韓指示詞 對照分析 試アによる の を ない さらにこの に づいて の を、

みることにする。

現場指示 指示形式 分類のコ・ソ・アによる の

現場指示 對 指示形式 話 手 聞 手視点 參照樣式のコ・ソ・アに する を まず し による き の の、

有無 自立型 聞 手 仮 見 場合 含によって それのない き が にいてもいないものと なす も む とそ、

依存型 依存型 聞 手 視点 捉 方 視点 同れのある にわけ さらに を き の の え によって その を、 、

一化 一体化 融合型 積極的 參照 對立型 下位區分・ する とそれを に する に する そして こ。 、

図 次 通のようなことを にまとめると の りとなる、 。



自立型

相手視点參照

現場指示 融合型

相手視点 一体化との

依存型

相手視点參照

對立型

相手視点 一体化との

図 現場指示 各指示形式図における

現場指示 日韓指示詞 對照分析における の

分類 各指示形式 基 現場指示 日韓指示詞 對照分析 行ここでは で した に づいて における の を、

なうことにする。

自立型

話 手 聞 手 視点 關係 指示 場 作 上 際 指示形式 自立型 呼し が き の とは なく の を り げる の を と

ぶ 。

信夫 吉川 家 行 創成川 立 略は まっすぐに の に くことをやめて のほとりに った、 、 。 あの山

は、この札幌 町 原始林 時 形の が うっそうたる であった から あの のままにあそこにあった、 、

塩狩峠のだろう   

略

以下 本文及 表 用 記号標示 簡單 說明 加び に いられる について な を えたい、 。

否定 標示 肯定 標示 相の の 當高 高 條件 同い それほど くない の

時滿足 標示の 話 手 略し の 聞 手 略き の 發話關与者

略 近 話 手 近 近 遠 話 手 近 遠の し から い し から くも くもない

遠 話 手 遠 遠 話 手 遠 近 韓國語し から い し から くない われわれ の

場合 近 近 遠 近 遠 近は から い われわれ から くも くもない われわ

近 遠 遠 近 近 話 手れ から くない われわれ から い し に

近 近 近 聞 手 近 近 近 近い き に い 話 手 近し にあまり くな

近 强 心理的 近 感情移入度 强 近 弱 心理的 近 感い ・ に いながら が い ・ に くないながら

情移入度 弱 遠 强 心理的 遠 感情移入度 强が い ・ に いながら が い



  

例 見 話 手 現場 知覺 具体的 對象 對 自分に られるように し は にある できる な に して に、 、

空間的 心理的 近 認識 場合 近 近称 遠とって または に いものと した には の コ を い、

認識 場合 遠 遠称 用 出來 但 例ものと した には の ア を いることが る し での。 、

抽象的 話 手 現在立 現場 外 指示空間 擴張コ は ではあるが し が っているその の にまで が された、

對象 指 示 際 話 手 空間的 距離 心理的 距離 優先的を し しており その は し の な よりは な のほうが に、

選擇 對 韓國語 話 手 知覺對象 自分 空間されているようである それに して では し が を にとって。 、

的 心理的 近 認識 場合 近 近称 遠 認識または に いものと した には の で いものと、

場合 遠 遠称 指示 得 例 對象指示 話した には の で し るが の による は し、 、

手 心理的 距離 空間的 距離 優先 適用 結果 考の な が な に して された によるものであると えられる。

急 家 出いで を ようとするときに、

これと、それと あ、 、あれももっていかなくちゃ

例 話 手 眼前 並 具体的 知覺對象 見 獨 言 場面は し が に べてある な を ながら り をいう であ、

話 手 空間的 心理的距離 使 分り ここでは し の または によって これ・それ・あれ が い けられて、

現場 知覺對象 對 話 手 自分 空間的 心理的 近いる すなわち の に して し が にとって または に い。 、 、

認識 場合 近 近称 遠 認識 場合 遠ものと した には の コ が いものと した、

遠称には の ア が、 近 遠 認識 場合 近そして くも くもないものと した、 遠 には

中称 各 用の ソ が 々 いられている。 對 韓國語 現場 知覺對象 話 手 空間それに して では の は し の、

的 心理的距離 指 分 話 手 指示對または によって ・ で し けられている すなわち し が。 、

象 自分 空間的 心理的 近 認識 場合 近 近称を にとって または に いものと した には の

遠 認識 場合 遠 遠称 指示で いものと した には の で しているのである そ、 。

日本語 中称 指 對 用 示して の の ソ で されているものに しては や を いて している、 、 。

例 兩言語 各指示詞 選擇時 違 見 要因 檢討このような では の の に いが られるが その を するた、

次 例 分析めに のような を してみよう、 。

遠 樣子 窺 番人 連サムドリのやつは くから を うばかりでいたところへ アンヒョプチプを が れ、

行 見 眼て くのを ると をいからせた。

中称 以下 記述 參考のソについては のような を にされたい、 。

西出 實驗 通 自立型 相當 指示形式 個人型 話 手 身体では を して この に する である は し の を、 、 、

中心 順 取 囲 同心卵型 指示領域 分節 距離 近に コレ・ソレ・アレ の に り む に が され それぞれが により、

中位 遠 指示 明い い ものを する ということを らかにしている、 、 、 。



やや、あいつ虎 知 一体のサムドリを らぬとみえる だが どういうつもりなんだ。 やつアン

手 略 桑 葉 朝鮮短篇 上ヒョプチプに でもだしてみやがれ の   

略

略    

例 同 現場 知覺對象 指示 際 日本語 遠称 用 對では じ の を する は の ア を いているのに し、

韓國語 近称 使 詳 言 日本語 話 手 現場 具体的て では の が われている しく えば では し が の、 。 、

指示對象 自分 心理的 空間的 距離 遠 認識 遠な を にとって よりは な から いものと して

遠称 指 比 韓國語 空間的 心理的 距離 近 認の ア で しているのに して では よりは な から いものと、

識 近 近称 指 例 狀況 知覺對象 描して の で している さらに のような での を。 、

寫 際 日本語 話 手自身 狀況 離 客觀的 對象 描寫 主客分する は し がその から れて にその を する、

離 視点 對 韓國語 狀況 中 自分自身 介入 描寫 主客の による のに し はその の に も して している、

結合 視点 言 例 狀況 話 手 指示對象 描の による と えよう すなわち のような で し が について。 、

場合 日本語 心理的距離 空間的距離 優先的 發動 觀望的 姿勢きだす では より の な とともに な も、

反映 遠称 用 對 韓國語 空間的距離 心理的距離されて の ア が いられるのに し では より のほうが、

優先的 選擇 同時 積極的 關与態度 發動 近称 用 点に されると に な も して の を いる という で、

對照をなしている。

現場指示 自立型 話 手 聞 手視点 參照樣式 有無このように の においては し による き の の、 、

現場 知覺對象 對 話 手 空間的 心理的距離 言語場 依存性 主客 分離の に する し の ・ への ・、 、

結合 視点 要因 働 方 差 兩言語 各指示詞 選擇 行の といった の き の によって の の が なわれているよ、

以上 次 通うである のようなことをまとめると の りとなる。 、 。

日本語 韓國語 話 手 聞 手視点 參照樣式とも し による き の がない、 、 。

日本語 知覺對象 對 空間的 心理的 距離では に する または な が、

近 近称 例であれば の コ、

近 遠 中称 例であれば の ソ、

遠 遠称 例であれば の ア、

知覺對象 對 空間的 距離に する な が

遠 遠称 例であれば の ア、

韓國語 知覺對象 對 空間的 心理的 距離では に する または な が、

近 近称 例であれば の、

遠 遠称 例であれば の、

知覺對象 對 心理的 距離に する な が

近 近称 例であれば の、

用がそれぞれ いられる。



日本語 知覺對象 指示 描寫 際 言語場 依存性 相では を ・ する への が、 、 当高 主客分離く の、

視点 客觀的 方法 韓國語 知覺對象 指示 描寫 際 言語場 依存による な が では を ・ する への、 、 、

性 高 主客結合 視点 主觀的 方法 取がそれほど くなく の による な が られることがある、 。

依存型

話 手 聞 手 視点 參照 指示 場 作 上 際 指示形式 依存型 呼し が き の を して の を り げる の を と

聞 手 視点 捉 方 相違 融合型 對立型 下位區分ぶ これは き の の え の によって と に できる。 、 。

融合型

話 手 自分 相手 同 立場 立 認識 際 指示形式 融合型 呼し が と が じ に つものと した の を と ぶ す。

聞 手 視点 話 手 融合 一体化 意識 場 一種 言なわち これは き の が し に ・ される の の と えよう、 。

以下 融合型 屬 日韓兩言語 指示詞 對応例 考このような に する の の について えてみよう、 。

面 日本三景 同 日本 知 見なんかわからんよ と じで にあることを ってるが まだ たことはな。 、 、

いね。

面箱 二 鈴本 袋 面 出は つあった は から を して。 、

これ 慈童が、 、こちら 喝食 言 兩方 子供が と うんだそうだ とも だ。 。

これ 子供 信吾 喝食 取 上 兩方 耳穴 通 紙紐が は を り げると の に した をつまんでながめ、

山 音た の。   

略 慈童 喝食

略   

例 話 手 聞 手 眼前 近称 用の これ こちら は し と き の にあるものである ここで の コ が い。

話 手 聞 手 自分 共通 認識 持 想定 場 構成られているのは し が き も と の を つと して われわれ の を、

上 空間的 我 近 認識 近 指した で に 々の くにあると したものを すからである そして、 。 、

指示對象 對 空間的 話 手 聞 手 對等 關 聞 手ここでの コ は に して に し と き が に わっているが き、 、

視点 話 手 同一化 一体化 話 手 視点 參照 場合 用 融の が し に ・ されて し の のみが される に いられる

合型 一方 韓國語 話 手 自分 聞 手 眼前 近称の コ である では し が と き との にあるものを の。 、 、

指 話 手 聞 手 自分 共通 認識 想定で している すなわち この は し が き も と の をもつと。 、 、

場 構成 上 空間的 近 認識して わたしたち という を した で に の くにあると、

近 指示 用 際 聞 手 視点 話 手 同一化したものを するのに いられている その き の が し に さ。 、

話 手 視点 參照れて し の のみが されているわけである。



辺 医者 略この にいい がいますか

勝呂医院がすぐ、そこじゃないか

腕 先生 海 毒藥はいいんですか あの と、   

略

  

淺井助手 突然 勝呂 方 見 言それで は の を ながらゆっくりと った、 。

勝呂君 診 患者に さしておいた のことですが だれかね

そこ 寢 施療 女性患者 海 毒藥に ている の です と  

  

例 指示 話 手 聞 手 遠の そこ が しているのは し と き のどちらにとってもそれほど くない、

場所 明 用 話 手 場であることは らかである すなわち ここで ソ が いられているのは し がその。 、 、

所 空間的 心理的 我 近 近 情報 面 相手を にも にも 々の くにある のみならず の でも と、

共有 認識 例 我 空間的 遠 認されていると するということ と 々にとって にそれほど くないと、

識 近 遠 例 對 韓國語するということ によるからであろう それに して で。

日本語 中称 中立 指示 指示詞 存在 場所は の の ソ の ソ にあたる が しないので その を、 、

話 手 自分 心理的 近 認識 場合 近し が にとって に いものと した つまりあたかもその、

場所 目前 見立 指 場合 例 自分 空間的 心理を にあるかのように てて す には にとって にも、

的 遠 認識 場合 遠 例 用 考にも くないものと した には が いられていると えら

れる 話 手 現實 場面內 聞 手 自分 對立 立場 立 認識 場それは し が の の き を と の に つものと して。 、

構成 際 指示形式 對立型 聞 手 領域 勢力圈 內 對象 指示 場を する その における き の の を する、

合だ 用 際 對象 聞 手 認知 必要條件けに が いられ その その は き に されているのが となっ、 、

ている 聞 手認知條件き 呼 日本語 指示詞と ぶ からであろう このようなことによって の。 、

例 日本語 中称 對 韓國語 次 例 多樣 譯 方この でのような の の ソ に し では の のような な し がなされ、 、

韓國語 日本語 中称 当 指示詞 存在 話 手ることがある というのは では の の ソ に たる が しないので し。 、 、

空間的 心理的 遠 場所 指示 及 意味 近似が または にそれほど くない を するためには や びその に、 、

表現 用 得 考した を いざるを ないからであると えられる。

そこま 出掛 父 言 挽歌で けよう と は った、 。   、

  

車 行そしたら でお きやしたら なあに じき、 、 そこ 步 譯 蓼喰 虫だ いたって あないさ う、   、

  

聞 手認知條件 次 定義ここでは の き について のように しておく、 。

聞 手認知條件き



對応關係 生との にずれが じるようである。

女 丘 上 暗 木蔭 指は の からその い を した。

あの木 知を っていらしって という。

あれ 椎 三四郞は   

  

例 狀況 話 手 聞 手 視点 自分 一体化 自己 視点 參照の においては し が き の を に して の だけを、

上 遠称 用 知覺對象 指示 提示 照応 行した で の ア を いてその の あるいは を なっている すな、 、 。

話 手 聞 手 自分 共通 認識 持 想定 場わち ここでの ア は し が き も と の を つと して われわれ の、 、

構成 上 空間的 我 遠 認識 遠 指 示 際を した で に 々の くにあると したものを し す の、 、

融合型 同 性質 違 日本語 木の ア と じ の ア に いない このように では ア あの ア あれ。 、

知覺對象 提示 照応 見 狀況 知覺對象 指示による の ・ にも られるように ある において が ア で さ、

受 言 時 用 日本語 指示れたものを けて う には ア が いられることがほとんどである つまり の。 、

詞表現 話 手 聞 手 知識 現場 言語場 對 依存性 高 言語場 獨立は し ・ き の や など に する が く と し、 、

談話構造 認 現場指示 提示 指示 對象た がほとんど められないので の ア で ・ した はひきつづき、

現場指示 照応 指示 自然 考 對 韓國語 話の ア で ・ するのが であると えられる それに して では。 、

手 聞 手 自分 共通 認識 想定 場 構成 上 空間的し が き も と の をもつと して という を した で に、

遠 認識 遠の くにあると したものを 木 指示あの でのように で

日本語 違 知覺對象 指示 受 答 時 照応する が とは って が で されているものを け えする。 、 、

關係 成立 時 二通 表現 仕方 一 文脈指示が する そこには りの の がある つはいわゆる の で、 。

對話 中 前述言及 照応 指示 場合 一 現場指示 照の に されたものを する であり もう つは の で、 、

応 指示 場合 前者 場合 一度言語的文脈 登場 對象する である すなわち の は に した は で、 。 、

指示 後者 場合 現場 對 指 直 現場指示 指示詞 使用し の は に する し しがあれば の をも できる、

ということである 韓國語 指示詞表現 談話構造 程度 言語このように の は その がある まで。 、 、

場 獨立 扱 可能 提示 現場 指示對象から したものとして うことが なので によって された の を、

文脈指示 照応 指示 点 常 現場いわゆる の で できるようである そして そのような で に、 。 、 、

聞 手 近 聞 手 認識 想定 對象 限 指示は き の くにあるのみならず き の していると する に って できる、 。

現場 對 指 直 使 次 例 擧に する し しに われる について では のような を げて、 、 、

・

・

指示 對象 對 對象 確認 問題 場合その において で された に して その の が となっている のような、

一般的 說は が であると いている、 。



現實 経驗 指示 基盤 持 日本語 對照的 言および の に の を っている とは であると えよう。

例 話 手 聞 手 視野 中 指示對象 入 狀態 指示行爲さて のように し と き との の に が った で が、 、

行 場合 次 例 視野 狀態 指示行爲 行なわれる もあれば の のようにその からはずれている で が な、

場合われる もある。

何 支度 私いや か もしてあるようだが はこれから、 、 あれ 連 瓢亭 行 來を れて へでも って ましょ

別 異存 有う ねえ あなたには に がお りじゃあないんでしょう。 、 、

ですが、あれ 素直 承知 蓼喰 虫が に しますかどうですか う。   

 

 

例 前 場 現在 話 手 聞 手 視野 中 存在 對象ではすぐ まではその にいたが は し と き の の に しない、

指示行爲 行 場面 描 話 手 聞 手 自分について が なわれている を いている またここでは し が き も。 、

共通 認識 持 想定 場 構成 上 時間的 我 遠と の を つと して われわれ の を した で に 々の くにあると、

認識 遠 過去 具体的 共有知識 對象 一方 娘 同時 他方 妻した の な の の であると に の で

遠称 指示 提示 照応 際 話 手 聞 手あるものを の ア で あるいは している この の ア は し ・ き、 。 、

視野內 兩者 觀念 共有 指示對象 觀の にはなく かつ の に されているものをその にしているので、 、

念 記憶 指示 一種 解 一方 韓國語 話 手 聞 手 自分 共通・ の であると しうる では し が き も と の。 、 、

認識 持 想定 場 構成 上 空間的 遠 認識を つと して の を した で に の くにあると、

遠 卽 前 兩者 視野內 現在 存在したもの ち すぐ までは の にあったが では しないもの を、 、

遠称 指示 場合 對話 前 話 手 聞 手 指示對象 見の で している この の は の に し ・ き が を。 、

上 發話 際 同 空間 同 家 認識 時用た で の にもそれが じ じ にいると した いられているようである、 。

現場指示 擴張 使 言すなわち ここでは の によって が われていると える さらに に、 。 、

指示對象 提示 對 照応 可能 一度言よる の に し のみならず による も であるが それは、 、

語的文脈 導入 要素 普通 示 韓國語 指示詞表現 特色に された は で すという の の によるものと

考えられる。

例 韓國語 現場 指示對象 話 手 聞 手 視野內 要素このような の では の が し ・ き の の であ、 、

否 問 一旦現場指示 提示 指示 對象 照応 指示 場合るか かを わず の で された を する には、 、 、 、

現場指示 文脈指示 使用 觀察 一方 日の とともに いわゆる の も されることが できる、 。 、

本語 現場 指示對象 話 手 聞 手 視野內 要素 場合 現場指示では の が し ・ き の の である にのみ の、 、

用法 成立 用法 例 日本語 一度現場指示 提示 指示が するので この の では には の ア で し、 、 、

對象 現場指示 照応 指示 原則 確認た はひきつづき の ア で するという があることが される、 。



現場指示 兩言語 遠称指示詞 提示 對 照応面 相違点 韓國つまり における の の に する での は、 、

語 一度共有 現場 要素 現場指示 擴張 指示行爲 要素 對では された の でも の による か その に す、 、

指 直 指示行爲 卽 指示對象 確認行爲 行 限 自動的 文る し しの ち の が なわれない り にいわゆる、 、

脈指示 指示 對 日本語 一度共有 現場 要素 指示によって されるのに し では された の として された、

後 現場指示 文脈指示 用ものは その もいちいち がなされなければならず いわゆる が いられる、 、

兩言語 指示 金水 田窪 參照ことはない という における トリガー・ハイアラーキー ・ の、

差 起因 考にも するものと えられる。

現場指示 融合型 話 手 聞 手視点 參照樣式 有無このように の においては し による き の の、 、

指示對象 對 聞 手 視点 捉 方 空間的 心理的距離 言語場 依存性 主客結に する き の の え ・ への、 、 、

合 視点 相手 情報 共有 現場指示 擴張 指示行爲 現場 要素 對 指の との の の による の に する し、 、 、

直 指示行爲 指示對象 確認行爲 指示 要因 働しの の とも トリガー・ハイアラーキーのような の、

方 差 兩言語 各指示詞 選擇 行 以上き の によって の の が なわれているようである のようなこと、 。

次 通をまとめると の りとなる、 。

日本語 韓國語 話 手 聞 手視点 參照樣式 兩言語とも し による き の がある が における、 、 。 、

指示對象 對 聞 手 視点 捉 方 違 見に する き の の え には いが られる。

日本語 知覺對象 對 空間的 心理的 距離では に する ・ な が、

近 中称 例であれば の ソ、

知覺對象 對 空間的 距離に する な が

近 近称 例であれば の コ、

近 遠 中称 例であれば の ソ、

遠 遠称 例であれば の ア、

韓國語 知覺對象 對 空間的 心理的 距離では に する ・ な が、

遠 遠称 例であれば の、

知覺對象 對 空間的 距離に する な が

近 近称 例であれば の、

遠 遠称 例であれば の、

知覺對象 對 心理的 距離に する な が

近 近称 例であれば の、

用がそれぞれ いられる。

日本語 同一 要素 現場 経驗 他 存在では の が スペース その のスペースなどにまたがって し それらが、 、 、 、

要素 指示 選擇 關 一定コネクターでつながれているとき どの を トリガーとするか という に して のハ、 、 、

有 金水 田窪 以下 日韓兩言語 指示イアラーキーを している ・ における トリガー・ハイ、 。 、

示 序列図 筆者アラーキーを してみよう は によるもの 。

日本語 現場指示 觀念指示 文脈指示 金水 田窪 參照いわゆる ・ 、

韓國語 現場指示 文脈指示 觀念指示いわゆる ・



韓國語 主客結合 視点 近称 例 用では の によって の が いられることがある、 。

日本語 遠称 知覺對象 提示 指示 對 言語場 依存性 指示では の ア による の ・ に して への、 、 、

要因 照応 指示 例トリガー・ハイアラーキーのような によって ア のみによる ・ がなされる 。

相手 情報 共有 中称 用 例また との の によって の ソ が いられることがある、 。

韓國語 遠称 知覺對象 提示 指示 對 言語場 依存性 現場では の による の ・ に して への、 、 、

指示 擴張 指示行爲 現場 要素 對 指 直 指示行爲 指示の による の に する し しの トリガー・ハ、 、

要因 絡 照応 指示可能 例イアラーキーのような が みあって でも でも ・ である、 。

對立型

話 手 現實 場面內 聞 手 自分 對立 立場 立 認識 場 構成し が の の き を と した に つものと して を す、

時 指示形式 對立型 呼る の を と ぶ、 。

早 顔 洗 降 土産 窓 見上いいから く を って りていらっしゃい あなたにもお があるんだから を。

高夏 顔 梅 枝 遮げている の は の に られていた、 。

その犬

うん、こいつ 目下上海 大流行 奴 蓼喰 虫が で の なんだ う  

略

  

例 話 手 情報 送 手 土産 犬 指 對 同 知覺對では し の り がお の を ソ で しているのに し じ、 、

象 話 手 情報 受 手 指 示 話 手 現實 場面內 聞を し の け は コ で し している すなわち し が の の き。 、

手 自分 對立 立場 立 認識 場 構成 上 自分 空間的 相手を と した に つものと して を した で にとって に、

近 認識 近 近 卽 聞 手 優位 關 對象の くにあると したもの ち き の に わっている、

對称 聞 手領域 指示 指 對 空間的 自分 近は の ソ き の ソ で しているのに し に の くにある、

認識 近 近 卽 聞 手 話 手 優位 關と したもの ち き より し のほうが に わっている、

對象 自称 指 言 知覺對象 指示は の コ で していると えよう このような ソ と コ による の には。

聞 手 視点 積極的 參照 領域 意識 働 一方 韓國語き の が に されるのみならず の も くのである で、 。 、

話 手 現實 場面內 聞 手 自分 對立 立場 立 認識 場 構成は し が の の き を と した に つものと して を した、

上 自分 空間的 相手 近 認識 近 近 對で にとって に の くにあると したものは、

称 空間的 自分 近 認識 近 近 自称の で に の くにあると したものは の、

指 異 指示對象 聞 手 近 話 手で している そして と なって の は き に く しかも し ・。 、 、 、

聞 手 知 必要 考 韓國語 場合 話 手 聞き ともに られている があると えられる というのは の し は。 、 、

手 認識 指示 普通き に しにくいものを で しないのが であるからである さらに と に。

知覺對象 指示 聞 手 視点 積極的 參照 領域 意識 作用よる の には き の が に されるだけでなく の も、 、

兩言語 指示詞 對応例 物 指示對象 指示行爲している このような の の においては を にして が。 、



行 場合 以下 例 物 人 含 指示行爲なわれる もあるが の ように とともに もそれに めて が、 、

行なわれることもある。

對座 聞 手 側近 未知 場合している き の くに のものがある

それはなんですか。 宋 、

對座 聞 手 側近 未知 場合している き の くに のひとがいる

方その はどなたですか。 宋 、

對座 聞 手 側近 未知 場合している き の くに のひとがいる

人その はだれですか。

例 場合 日本語 聞 手 領域內 人 物 指の では き の のものは であろうと であろうと ソ で して、

對 韓國語 知覺對象 人 物 使 分いるのに し では が か かによって と が い けられている、 、 。

韓國語指示詞 使 分 田村 人 話 手 聞 手共通このような の い けについて は であれば し ・ き、 、

領域 認 物 聞 手 領域 認 用 說明の と めて であれば き の と めて が いられると している そ、 。

韓國語 對象 人 話 手 聞 手共通 領域 聞 手 領域して で が であれば し ・ き の とみなし き の とみな、 、 、

理由 恐 敬語意識 述さない について らく とからんでくるのではないかと べた、 、 が にも。 、

見 必 考られるように このことが ずしもそういうことのみによるのではないと えられる このこ、 。

明 以上 他 觀点 解釋 必要とを らかにするため のようなことを の から していく があるであろう、 。

日本語 話 手 空間的 心理的 相手 近 認識 近すなわち では し が にも にも の くにあると、

近 指示 對 韓國語 話 手 空間的 心理的 相したものは ソ で するのに し では し が にも にも、

手 近 認識 近 近 物 指 心理的 自分 近の くにあると した は で すが に の、

認識 近 近 人 面識 第三者 親くにあると した は たとえ のない だとしても、 、

近感 込 指 示 考 狀況を めて で し すものと えられる このように ある において ソ と で。 、

人 指示 場合 次 比喩表現 主客分離 結合 視点 說明 可能を する には のような ・ の でも が であ、

映畵撮影所 映畵 始 想定 話 手 映畵監督ろう つまり である のリハーサルが まったと して し が。 、 、

立場 舞台 離 場所 俳優 演技 指導 指揮 時 用の となって から れた で の などを する には ソ を いるの、

對 話 手自 直接舞台 上 俳優 演技 指導 指図に し し らが に がって になったつもりでその などを す、 、

際 使用 考る には を するようなものだと えられる。

田村 次 具体的 說明 加は このことについて のような な を えている、 、 。

日本語 相手 關係 意識 相對敬語 韓國語 絶對敬語は との を する であるといわれる ところが は とよばれ、 。 、

面 尊敬 聞 手 屬 下称 用 話 手 屬る をもち たとえ されるべき き に するものでも が いられたり し に するもの、 、

上称 用 對象 者 話 手 聞 手 關係 超越 社會構造 背でも が いられたりする となる は し き に なく しており を。 、 、

景 扱 敬語意識 違 指示詞 中 差異 現にして われるべきものなのである このような の いが の にも として われ。

てきているのではないだろうか



何 來 留守番 言おまえ だってまた たの してなさいって ったのに あれ、 。 。 、そのかたはどな

た

チ 母親 息子 後 一人誰 氣ョムスニの は の にもう かいるのに がついてたずねた わたしです。

聲 誰 彼女 目礼 民村 朝鮮短篇 上という で だかわかったらしく はていねいに した、 。   

  

例 同 例 日本語 話 手 聞 手 領域內 屬 認識と じく でも では し が き の に しているものと し、

人 指示 用 韓國語 同 知覺對象 自分 聞 手 領域た の に ソ を いている が ではそれと じ を と き の。 、

外 認識 用 指 示 例 場にあるものと して のように を いて し している すなわち の。 、

合 日本語 話 手 空間的 心理的 聞 手 近 認識 近 近では し が にも にも き の くにあると、

人 指 對 韓國語 心理的 自分 聞 手 近した を ソ で すのに し では に と き のどちらからも く、

認識 近 人 指 言 指示對ないと した を で していると えよう ここでの は。 、

象 對 聞 手 認知 關係 話 手 自分 見知 第三者 親近感 込に する き の には なく し が にとって らぬ を を、 、

指示 際 使 同 場面めて する に われているようである そして それと じ において。 、 、

指示對象 對 聞 手目のような に する き、 當 具体的 說明 伴ての な が うと、

指示 成 立 勿論 同 場面 未知 聞 手 近による も り つようになる じ において のひとが き の くにいる、 、

際 說明 使用 可能 例 指示對象 人は そのような がなくても の が である さて で を か、 。 、

物 代替 時 用 使用 可能 用 際ら に した は いられにくいが の は である が を いる、 。 、

にも、 見 聞 手 認知 指示對象 對に るように き の していない に す、

る何 說明 制約 伴 同 場面 人らかの がなされるべきであるという が うことになる しかし じ での。 、

指示 比 制約 度合 大の に べてはその の の がそれほど きくはなさそうである このように。

韓國語 指示對象 位置條件 聞 手 認知條件 絡 結果 指示對象 物では の と き の が みあった が か、 、

人 指 分 点 日本語 對照かによって と で し けられることもありうるという で と をなす、

面 見も られる。

近所 出 歸 里長 弟 聲 聞 戶 開ちょうど に かけて ってきた の がこの を きつけ を けた サムドリの。

面目 顔 赤 放 憤 息やつ まるつぶれで を らめアンヒョプチプを した アンヒョプチプは りで をは。

ずませ、

みてこいつ 夜中 一人 休こんな に で んでるところにやってきて うるさくまとわりつくん。 、

引だよ いけすかないよ ねえ ったててって うんとこらしめてくださいよ。 。 、 桑 葉 朝の  

鮮短篇 上 

略



  

例 話 手 聞 手 第三者 非行 訴 彼 近称 指示では し が き に の を えながら を こいつ と の コ で、

話 手 指示對象 自分 空間的 心理的 近している すなわち ここでは し が を にとって にも にも いも。 、

認識 近 近 用 代 用のと して コ を いている このような コ の わりに ア は。

思 對 韓國語 話 手 指示對象 指いられにくいと われる それに して では し が を と で。 、

示 指示對象 空間的 話 手 近している すなわち ここで が に し の くにいるにもかかわらず が。 、

用 話 手 空間的視点 心理的視点 優先的 働いられるのは し の よりは のほうが に いているからであ、

考 指示對象 對 話 手 嫌惡感 抱 場合ると えられる つまり に して し が やいやらしさを いている に。 、

對象 自分 心理的 遠 存在 遠 心理態度 關与は その を にとって に い とみなし たい が し、

指 示 話 手 現場 對象 自分 心理的 近て で し すようである また し が の を にとって に いものと。 、

認識 際 指示可能する には でも である。

話 手 聞 手 時 話 手 手し と き とが へやのなかで たちばなしをしている し が をうしろへ、 、 、

やって つくえをさしながら、 その 高橋つくえを ごらん、

略

佐久間 仮說以來 中称 出現 例及の の ソ は しづらいものといわれてきた が の び コ、 。 、

領域 實驗結果 高橋 鈴木 姜 參照・ソ・ア の についての ・ からもわかるように、 、

意識 場 對立型 中称 存在 確 中称 聞の の でも の ソ の は かめられている この の ソ は き、 。 、

手領域指示 違 指示對象 對 話 手 優位 占 聞 手 視点の ソ とは って に して し のほうが を めて き の、

參照 際用 中称 話 手 心理的が される いられるようである さらに の ソ は し にとって にあまり。 、

近 認識 近 近 近くないと 對象 指示 場合 使される を する に われ そ、

用 場面 話 手 指差 指示行爲 伴れが いられる では し による しなどのような がよく うようである そ。

對 韓國語 日本語 中称 中立 指示れに して では の の ソ の ソ に、 當 指示詞 存在たる が しな

代 用 考 中称いので その わりに や などが いられていると えられる すなわち その の、 。 、

韓國語 近 遠 及 意味 類似 表現ソ は では や びその に した、 、

例えば、 役割 分担がその を しているようである この。

際 指差 付隨しなどのようなジェスチャーがよく する、 。

屋台 親父 腹 立 樣子 二ナムドクターがぶっきらぼうにいうのに の はすっかり を てた で、 、

人 間 險惡 空氣 立 込の に な が ち めていた。

おやっさん これと、 、あれと へへへ

陽氣 取 繕 大皿 指ジョンスは に り いながらガラスケースの を さした アボジ。   



  

例 話 手 聞 手 屋台 親父 視点 消極的 參照 意識的 知では し ジョンス が き の の を に しつつ に

覺對象 他称 指 話 手 自分 聞 手を の ア でも している すなわち ここでの ア は し が と き にとっ。 、

空間的 心理的 近 認識 近 指 時 用て にも にも くないと したものを す に いられていると

言 一方 韓國語 話 手 聞 手 視点 參照 現場 對象 無意識 他える では し が き の を しながら の を に。 、 、 、

称 指 示 際 話 手 自分 聞 手 心理的 近の でも し している この の は し が と き にとって に くな。

認識 近 指 場合 用 例 兩言いものと したものを す に いられている このような では。

語 他称 指示詞 使 眼前 對象 指示 指 方 差 各 指示對とも の を って の を しているが その し の には 々、 、

象 對 話 手 意識 聞 手 視点 捉 方 要因 關与に する し の や き の の え のような が しているようである。

ええっ、 子この 調 調べるってなにを べるんだい、

人金持 兩班 母 言葉通 專門大學校 卒業その ちで ほんとうに で それでお さんの り を して、 、

そしてまた

子この 出過 心配ったら どうでもいいことに ぎた なんかするんじゃないよ、

ハハハハ 姉じゃあ さんはどうでもいいことにしかならないっての

子この 略 濁流ったら いわせておきゃ、   

略 濁流   

例 長女 結婚問題 母 次女 話 合 場面 話 手は の でお さんと とが し っている である ここでは し。

指示對象 自分 空間的 心理的 近 認識 近 指が を にとって にも にも いものと して コ で

示 指示對象 對 話 手 空間的視点 心理的視点 近 同している すなわち に して し の と が で。 、

時 作用 使 言 指示對象 自分 空間的 心理的に して コ が われていると える その が にとって にも に

遠 認識 場合 使用 可能 例 同 對象 三も いものと した には ア の も である さて で じ が コ で。 、

回 指示 各 話 手 指示對象 對 感情移入度 差 思も されているが そこでは 々 し の に する に があると わ、

順 度合 大れる すなわち コ コ コ の でその が きくなるようである それに。 、 。

對 韓國語 眼前 同對象 指示 際各 用して では の を する 々 が いられている すなわ、 。



ち 同 知覺對象 對 話 手 心理的 距離 感情移入度 對象 各 近じ に する し の な と によって その が 々、 、

强 近弱 遠强 指 分 考の ・ の ・ の で し けられていると えられる すな。

同 知覺對象 對 話 手 自分 心理的 近 認識 强 感情 込わち じ に して し が にとって に いと しつつ い を め、

指示 場合 心理的 近 認識 弱 感情 込 指示 場合て する には が に くないと しながら い を めて する、

心理的 遠 認識 强 感情 込 指示 場合 各 用には が に いと して い を めて する には が 々 いられ、

ている。

現場指示 對立型 話 手 聞 手視点 參照樣式 有無このように の においては し による き の の、 、

指示對象 對 聞 手 視点 捉 方 空間的 心理的距離 言語場 依存性 主客結に する き の の え ・ への、 、 、

合 視点 指示對象 對 話 手 心理的距離 感情移入度 領域槪念 指示對象 位置の に する し の ・ の、 、 、

條件 聞 手認知條件 親近感 嫌惡感移入 指示詞使用時 話 手 意識狀態 指差き または の し の、 、 、 、

要因 差 兩言語 各指示詞 選擇 行しなどのジェスチャーなど これらの の によって の の が なわれ、 、

以上 次 通ているようである のようなことをまとめると の りとなる。 、 。

日本語 韓國語 話 手 聞 手視点 參照樣式 兩言語とも し による き の がある が における、 、 。 、

指示對象 對 聞 手 視点 捉 方 違 見に する き の の え には いが られる。

日本語 知覺對象 對 空間的 距離では に する な が、

近 近 であれば、 自称 例の コ

近 近 であれば、 對称 例の ソ

知覺對象 對 空間的 心理的 距離に する ・ な が

近 近 であれば、 自称 例の コ

近 近 であれば、 對称 例の ソ

近 であれば、 他称 例の ア

近 近称 例であれば の コ、

知覺對象 對 心理的 距離に する な が

近 近 近 中称 例であれば の ソ、

韓國語 知覺對象 對 空間的 距離では に する な が、

近 近 であれば、 自称 例の

近 近 であれば、 對称 例の

知覺對象 對 空間的 心理的 距離に する ・ な が

近 近 であれば、 對称 例の

知覺對象 對 心理的 距離に する な が

近 近 であれば、 自称 例の

近 近 であれば、 對称 例の

近 であれば、 他称 例の

近 であれば、 近称 例の



遠 であれば、 遠称 例の

用 韓國語 指示詞 選擇時 親近感 例がそれぞれ いられる また では このような の に。 、 、

嫌惡感 例 移入 要因 關与または の のような が することがある。

日本語 同 指示對象 對 話 手 心理的距離 感情移入度 差では じ に する し の の によって コ、

使 分 韓國語 同 指示對象 對 話 手 心理ソ ア がそれぞれ い けられないが では じ に する し の、 、

的距離 感情移入度 差 近强 近弱 遠强 各の によって の の の が、

使 分 例々 い けられうる。

日本語 話 手 領域 聞 手 領域 外 領域 指では し の は コ き の は ソ その の は ア で し そ、 、 、 、

領域 境界 中称 領域 出現 韓國語 中称れらの の に の ソ の が することがあるが では の ソ、 、

該に 当 指示詞 存在 話 手 領域 聞 手 領域 外 領域する が せず し の は き の は その の、 、 、

指 一般的 領域 區分時 話 手 意識狀態 例は で すのが である このような の には し の。 、

指差 例 要因 關与し などのジェスチャーのような も することがある。

日本語 聞 手 領域內 人 物 指 韓國語では き の のものは であろうと であろうと ソ で すが で、 、

知覺對象 物 人 使 分 時は が か かによって と が い けられることがある この の、 。

選擇 主客結合視点 要因 關与 例の には の が する。

韓國語 指示對象 位置條件 聞 手 認知條件 絡 指示對象 物また では の と き の が みあって が、 、

人 指 分 例か かによって と で し けられることもありうる。

おわりに

本稿 現場指示 各指示形式 要因 働 方 差 兩言語においては の ではどのような の き の によって、 、

各指示詞 選擇 行 指示詞 指示体系 差 決定的 要の の が なわれているか またその の の をもたらす な、

因 考察 結果 以下 明にはどのようなものがあるかについて した のようなことを らかにすることが、

各指示形式 日韓指示詞 選擇關係 下 表 參照できた における の については の を、 。

現場指示 自立型 融合型 對立型 話 手 聞 手視点 參照樣の ・ ・ においては し による き の、

式 有無 現場 知覺對象 對 話 手 空間的 心理的距離 主客分離 結合の の に する し の ・ ・、 、 、

視点 言語場 依存性 共通 觀点 兩言語 指示詞 指示体系 違の への などの の が の の の いをもた、 、

決定的 要因 現場指示 融合型 對立型らす な となるようである そして の ・ においては。 、 、

話 手 聞 手視点 參照樣式 有無 指示對象 對 聞 手 視点 捉 方し による き の の に する き の の え、 、

空間的 心理的距離 主客分離 結合 視点 言語場 依存性 領域槪念・ ・ の への のよ、 、 、

指示体系 差 呼 起 決定的 要因うなものがその の を び こす な となるようである。



表 現場指示 自立型 日韓指示詞 選擇關係表の における の

コ ア ソ

相手視点參照

空間的距離 近 近 遠 遠 近 遠

心理的距離 近 近 遠 遠 近 遠

言語場 依存性への

主客結合 視点の

表 現場指示 融合型 日韓指示詞 選擇關係表の における の

コ ア ソ

相手視点 一体との

空間的 心理的距離 遠 近

空間的距離 近 近 遠 遠 近 遠

心理的距離 近

言語場 依存性への

主客結合 視点の

相手 情報共有との

現場指示 擴張 指示行爲の による

現場要素 指 直 指示行爲への し しの

指示トリガー・ハイアラーキー



表 現場指示 對立型 日韓指示詞 選擇關係表の における の

コ ア ソ

相手視点 一体との

空間的 心理

的距離

近

近 、

近

近

近

近

近

近

空間的距離

近

近

近

近

近

近

近

近

心理的距離

近

近 、

近

近 、

遠

近 近

近

近

近

言語場 依存性への

主客結合 視点の

指示對象 話への し

手 心理的距離の ・

感情移入度

近 强 近 强 遠 强 近 弱

領域槪念 話 手領し

域

領域槪念 聞 手領き

域

領域槪念 中立領

域

領域槪念 話 手し と

聞 手 領域外き の

指差 指しのような

示行爲 同伴の

親近感移入

嫌惡感移入

聞 手認知條件き

指示對象 位置條の

件 聞 手 認知と き の

條件
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要 旨

日韓兩言語 指示詞 種 面 一致 言 一方 現場指示における は 々の で すると われている が では の。 、 、

場合 聞 手 視点 話 手 視点 相對立 話 手 空間的 心理的 自において き の が し の と しながら し が または に、 、

分 相手 領域 少 日本語 指 比 韓國語 示と との から しはずれたものを では ソ で すのに して では で、 、

相違点 見 際 韓國語 中称 中立指示 指すような も られる すなわち その では の ソ の ソ にあたる。 、 、

示詞 存在 話 手 聞 手 程度離 向 合 位置關係が しないので し と き がある れて かい っているような で その、 、

領域 屬 遠称 指 現場どちらの にも さないものが ではない で されるのである このように。 、

指示 兩言語 指示詞 使 方 相違点 見 念頭 置 本における の の われ には が られる このようなことを に いて。 、

稿においては、

現場指示 各指示形式 要因 相違 兩言語 各指示詞 選擇 行の においては どのような の によって の の が、 、

なわれているか。

指示詞 指示体系 差 決定的 要因その の の をもたらす な にはどのようなものがあるか。

考察のようなことについて した。

結果 以下 通その は の りになる、 。

現場指示 自立型 融合型 對立型 話 手 聞 手視点 參照樣式 有の ・ ・ においては し による き の の、

無 現場 知覺對象 對 話 手 空間的 心理的距離 主客分離 結合 視点 言の に する し の ・ ・ の、 、 、 、

語場 依存性 共通 觀点 兩言語 指示詞 指示体系 違 決定的 要因への などの の が の の の いをもたらす な と、

現場指示 融合型 對立型 話 手 聞 手視点なるようである そして の ・ においては し による き の。 、 、

參照樣式 有無 指示對象 對 聞 手 視点 捉 方 空間的 心理的距離 主客分の に する き の の え ・、 、 、

離 結合 視点 言語場 依存性 領域槪念 指示体系 差 呼 起・ の への のようなものがその の を び こす、 、

決定的 要因な となるようである。

自立型 依存型 融合型 對立型 空間的視点 心理的視点 遠近槪念キーワード
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